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清須市では、本市の食育推進計画を策定するにあたり、平成19年度から庁内関係各課の職員で

「清須市職員食育研究会」を組織し、アンケートの調査票の作成、アンケート調査を実施、アンケー

ト結果の分析を行い、食育推進計画の素案を作成しました。

平成20年度は、食育推進会議を設置し、中学生に対する「理想の食」アンケートを行い、食育推

進計画を策定しました。

清須市食育推進会議

食育推進会議委員
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5．計画策定までの経過
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村瀬　正守 清須市民生児童委員連絡協議会　連絡会長

長濱　玲実 清須市保育園保護者連絡協議会　会長

太田　元恵 新川小学校PTA 副会長

三輪　美鈴 清洲中学校PTA 副会長

山内　文江 清須市女性の会　役員　

紙本　君美 公募委員

○藤沢　修一 清洲中学校　校長

片岡　和恵 清洲東小学校　栄養教諭

森川　治美 清須市健康福祉部健康推進課　副主幹

◎は会長　○は副会長

開催日 議題等

第1回 平成20年7月28日 清須市らしさについて

第2回 平成20年12月1日 清須市食育推進計画の基本施策について

第3回 平成21年2月17日 市民意見の報告

清須市食育推進計画案について

ご　あ　い　さ　つ
私たちの食生活を取り巻く環境が大きく変化し、毎日の食
事はここ50年で大きく変わりました。その食品の多くは、海
外から輸入されたもので、日本の食糧自給率は40％を割る状
況にあります。また、その輸入食品の安全性の問題だけでな
く、食全体の安全を脅かす事件が相次ぎ報道されています。
健康面では、肥満や生活習慣病の増加や家族そろって食事を
する習慣が薄れ一人で食事をとる「孤食」が増えるなど、心と
からだの健康に不安を与える社会環境の変化がみられます。
このような、環境変化のなか、人が生きていく上で欠かせ

ない「食」は、心とからだの両面において人が健やかに暮らすために大切なもので、この
たび、市民一人ひとりが生涯にわたって健康で心豊かな生活を実現することができるよう、
幼い頃から食に関心をもち、食の大切さを学び、食文化の理解を深め、自然の恵みや感謝
の心を育む「食育」を推進していくことを目的に「はじめよう清須のおいしい物語＝清須
市食育推進計画＝」を策定しました。
「食育」の推進にあたっては、家庭生活を基本としながら、保育園・幼稚園・小中学校
など子どもたちの食に関わる機関や生産者･消費者･行政等の関係機関が連携しながら、地
域の特性を活かした事業を展開していくことが、重要です。市民の皆様にも本計画の趣旨
をご理解いただくとともに、いろいろな立場で積極的に取り組んでいただきますようお願
いいたします。
おわりに、本計画の策定にあたり、ご尽力いただきました「清須市食育推進会議」委員
の皆さんはじめ、貴重なご意見をいただきました関係機関・団体並びに市民の皆様に心か
ら感謝申しあげます。

平成21年3月

清須市長　加　藤　静　治
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概　要
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◎ 食を取り巻く自然、社会環境の変化やライフスタイルの変化
◎ 地域や伝統的な食文化の喪失
◎ 経済の大きな変化による食環境の変化や先の見通しがむずかしい

食を取り巻く背景

食をとおして心身の健康づくりをすすめる
● 生まれる前からの食、成長期の食や健康を大切にする。

● 若年層からの生活習慣病予防に取り組む。

● 栄養素の不足や過剰摂取の予防に取り組む。

● 成長期の成長や健康のため望ましい生活リズムを身につける。

● 食と健康の関係を正しく理解する。

食をとおして感謝の心を育む
● 「いただきます、ごちそうさま」の習慣を身につけ、感謝の心を育む。

● 子どものころから家族で食のマナー、日本の食の伝統・文化等について学べるようにする。

● 子どもたちが農業体験等をとおして、自然の恵みに感謝する心を育むようにする。

● 生産から食卓までの食育を啓発する交流の場をつくる。

食をとおして地域づくりをすすめる
● 地元でとれた野菜の良さを理解して積極的に利用する。

● 子どもたちが、生産から食卓までの過程を正しく知ることができる場をつくる。

● 共食をすることができる場づくりをする。

● 地域で食育を推進するサポーターを養成する。

● 生産者との交流による地域づくりを推進する。

食をとおして適切な情報の活用の輪を広げる
● 食品成分表示、食品衛生について正しい情報を提供する。

● 地元野菜や郷土料理などの情報を発信する。

● 市の広報誌とホームページに「食育」のページをつくり、情報を発信する。

□環境や生活の変化に伴う全世代の食習慣の乱れによる過食または不足による健康問題。
□食に関する情報が必要な人に的確に届いていないので、関心は高まりつつあるが、利用されていない。
□地元の農産物など安心・安全な食材を情報と共に手に入れることがむずかしい。
□地域の食の循環を大切にする食の考え方を実行するネットワークが少ない。

地域の食を大事にし、 
伝えていく地域の輪をつくる 

一人ひとりが食を正しく 
理解し、健康な生活を送る 

食をとおしてつながり、 
豊かな環境づくりに参加する 

基本施策 

健康・生活から 
□病気やアレルギー疾患などにより食べられない物が多い人が増えている。
□全世代で孤食や個食が増加し、食べる量、栄養バランスが悪くなっている。
□食物の知識や関心が乏しいことにより、偏食やまちがったダイエットによる健康
状況の悪化、不適切な健康食品の利用による健康障害が見られる。
□小中学生を除く、若い世代に朝食を食べない人が多い。
□高齢者の中では、運動を心がけている人が増加傾向にあるが、肥満の割合が高い。
□社会経済が安定しないため、食に使われる費用が不安定となり、食生活も不安定
になっている。
□外食のほか、ファーストフードや市販する惣菜の利用が増え、食の外部化の傾向
が全世代に見られる。

生産・流通から 
□安全に考慮した地元の野菜を学校給食に提供しているが関連する情報が市民に
浸透していない。
□水害を防ぐ役割をする農地が都市化により減少しているため、農業について、
見たり、体験する機会が減っている。

□産地や消費期限の偽装等で食の安全を心配する市民が増えている。
□清須産野菜は一般市場に出されることが少なく、市民の手に入りにくい。

教育・行政から 
□食についての情報が少ない。
□学校給食等に地元の野菜を積極的に利用しているが、情報が少ない。
□地域で流通している食品の安心・安全に対する情報が少ない。
□健康に対する活動はたくさん行われているが、それらの関係がわかりにくい。
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1．計画の趣旨

近年の食生活を取り巻く社会環境の変化や経済の変化の中、食卓を囲む団らんの機会の減

少、欠食や不規則な食事によるバランスを欠いた栄養素の摂取、肥満や生活習慣病の増加、

過度のやせ願望などの身体的な健康への影響が懸念されています。

食べ物をたやすく手に入れることができるため、命をいただいていることを実感すること

の減少、多くの食べ残しや未開封食品の廃棄といった、食を大切にする心の欠如などの精神

的な健康への影響も懸念されています。

さらに、食の安全性や伝統的な食文化の喪失というような食をめぐるさまざまな問題が生

じています。

こうした課題に、市民一人ひとりの家庭生活を基本に、保育園・幼稚園、小中学校など子

どもたちの食に関わる機関やボランティア団体、生産者、流通業者、消費者、行政等、地域

全体で取り組んでいくことが必要です。

本市では、市民一人ひとりが生涯にわたって健康で心豊かな生活を実現することができる

よう、幼い頃から食に関心をもち、食の大切さを学び、食文化の理解を深め、自然の恵みや

感謝の心を育む「食育」を推進していきます。

「食育」の推進にあたっては、家庭生活を基本としながら、保育園・幼稚園、小中学校な

ど子どもたちの食に関わる機関やボランティア団体、生産者、流通業者、消費者、行政等の

関係機関が連携しながら、地域の特性を活かした「食育」を地域全体で総合的かつ、具体的

に取り組んでいく必要があります。

この取り組みを進めるため、「はじめよう清須のおいしい物語」をタイトルに、めざす姿を

「一人ひとりが食を正しく理解し、健康な生活を送る」「食をとおしてつながり、豊かな環境

づくりに参加する」「地域の食を大事にし、伝えていく地域の輪をつくる」とし、「食をとお

して、ふれあい、育みあう健康生活のまちづくり」を基本理念とした清須市食育推進計画を

策定します。

Ⅰ　計画策定にあたって
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2．清須市らしさ

この地には、遥か2千年を超える昔から人々が暮らし、連綿と続く歴史のひとすじひとすじ

が織りなされてきました。

この地は、庄内川、新川、五条川の三つの流れが織りなす豊かな水辺環境に恵まれ実りをも

たらす一方、時には大きな災いをもたらされることもありました。庄内川の氾濫により幾度と

なく水害にあっていたこの地において、多くの農民や地元の役人たちの尊い汗と犠牲により天

明7年（1787）に新川が竣工されました。平成12年（2000）9月には東海豪雨による水

害が発生し、新川の破堤や内水氾濫により、甚大な被害を受けましたが、地域住民の協力のも

と、川と調和のとれたまちづくりが進められています。

また、美濃路をはじめ交通の要衝であるこの地は、慶長16年（1611）下小田井青物市が

開設され、人と物が行き交い、経済的・文化的発展とともに全国各地からさまざまな野菜やそ

の種も集まってくるようになりました。明治29年（1896）には、愛知県農事試験場（現：

愛知県農業総合試験場(長久手町)）が設置され、名古屋コーチンの系統確立、さまざまな野菜

の品種改良や研究が行われ、高い農業技術を持ち、人々の活気あふれるにぎわいが織りなされ

たまちでした。

こうした歴史と自然環境に恵まれた清須のまちでは、市民一人ひとりが、健康で生きがいに

満ちた生活をおくり、市民一人ひとりが、ふれあい、育みあう活動を展開しています。

清須で生活をしている市民が感じる清須の魅力「清須市らしさ」の中で食育の推進をしてい

きます。

4

下小田井青物市（尾張名所図絵から）
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3．計画の位置づけ

（1）清須市の食育推進の方向性、めざす姿を共有し、本市が取り組む施策を明らかにする計画

です。

（2）市民、家庭、教育関係者、生産者・事業者等食に関わる関係団体、並びにボランティア団

体等それぞれが連携を図りながら食育活動に取り組むための基本事項を示しています。

（3）「清須市第一次総合計画」の個別計画で、清須市の将来像である「水と歴史に織りなされ

た安心・快適な環境都市」の実現を食育の分野から進める計画です。

（4）食育基本法第18条に基づく「市町村食育推進計画」です。

4．計画の期間

この計画期間は、平成21年度から25年度までの5年間とし、社会情勢変化等によって、変

更が必要になった場合には見直します。

Ⅰ　計画策定にあたって
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Ⅱ　食をめぐる現状と課題

現　状

▼健康・生活から

・病気やアレルギー疾患などにより食べられない物が多い人が増えている。

・全世代で孤食や個食が増加し、食べる量、栄養バランスが悪くなっている。

・食物の知識や関心が乏しいことにより、偏食やまちがったダイエットによる健康状況の

悪化、不適切な健康食品の利用による健康障害が見られる。

・小中学生を除く、若い世代に朝食を食べない人が多い。

・高齢者の中では、運動を心がけている人が増加傾向にあるが、肥満の割合が高い。

・社会経済が安定しないため、食に使われる費用が不安定となり、食生活も不安定になっ

ている。

・外食のほか、ファーストフードや市販する惣菜の利用が増え、食の外部化の傾向が全世

代に見られる。

▼生産・流通から

・安全に考慮した地元の野菜を学校給食に提供しているが関連する情報が市民に浸透して

いない。

・水害を防ぐ役割をする農地が都市化により減少しているため、農業について、見たり、

体験する機会が減っている。

・産地や消費期限の偽装等で食の安全を心配する市民が増えている。

・清須産野菜は一般市場に出されることが少なく、市民の手に入りにくい。

▼教育・行政から

・食についての情報が少ない。

・学校給食等に地元の野菜を積極的に利用しているが、情報が少ない。

・地域で流通している食品の安心・安全に対する情報が少ない。

・健康に対する活動はたくさん行われているが、それらの関係がわかりにくい。

課　題

▽環境や生活の変化に伴う全世代の食習慣の乱れによる過食または不足による健康問題。

▽食に関する情報が必要な人に的確に届いていないので、関心は高まりつつあるが、利用

されていない。

▽地元の農産物など安心・安全な食材を情報と共に手に入れることがむずかしい。

▽地域の食の循環を大切にする食の考え方を実行するネットワークが少ない。

（市民アンケート調査などより）

09食育推進計画_冊子  09.2.20 11:08  ページ 6



7

平成19年食育に関するアンケート調査意見

・ 子どもがなかなか朝食を食べてくれない。

・ 偏食が多く、食べムラがある。

・ 食べ物の好き嫌いが多い。特に野菜を食べない。

・ 野菜が食べられるように心がけているが、子どもが思うように食べてくれない。

・ 卵・牛乳アレルギーで、朝食がワンパターンになってしまう。

・ 子どもにアレルギーがあるので、外食など表示されていない食べ物は心配。

・ 朝起きるのが遅いので、朝食がご飯にソーセージだけとかになってしまい、栄養のバランス

が悪い。

・ 生活のリズムが家族それぞれ違い、なかなか家族そろって食事をすることができない。

・ 不規則な就労時間のため、子どもの栄養バランスを考えて食事を作れない。

・ 核家族で食材を使い切れずに無駄にしてしまう。

・ 食育ということばを耳にするが、具体的にどのようなことが大事か、分かりやすく教えても

らうと実践しやすい。

・ もっと、保育園・幼稚園、学校で食育に関する活動を紹介したり行動できたらいいと思う。

・ 加工食品の原産地表示が記載どおりか不安。

・ 食費の節約のため、産地や品質よりも価格が第一優先される。

・ 保育園・幼稚園、学校などで田植えやイモ堀があると食の意識も高まると思う。

・ 農作業を体験できれば、食に興味を持ってくれると思う。

・ 食べ物の大切さが分かるように、栽培体験をさせ、収穫したものを給食に出してほしい。

・ 地産地消は、輸送コストも減り、地球環境に良いことを教えてほしい。

平成20年中学生の理想の食アンケート調査意見

・ 朝食は必ず食べる。間食や夜食はあまりしない。

・ 家族そろって規則正しい食事をする。

・ 生産農家とのかかわりを深め感謝する。

・ むし歯予防に努める。

・ 食事のマナーを見直す（いただきます。ごちそうさま。）

・ 食べ物を大切にし、食べ残しをしない。

背　景

◎食を取り巻く自然、社会環境の変化やライフスタイルの変化

◎地域や伝統的な食文化の喪失

◎経済の大きな変化による食環境の変化や先の見通しがむずかしい
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1． 基本理念

●食をとおして、ふれあい、育みあう健康生活のまちづくり
清須市第一次総合計画の将来像である「水と歴史に織りなされた安心・快適な環境都市」に向かっ

て食からの実現を図るため、食育推進計画の目標として「食をとおして、ふれあい、育みあう健康生

活のまちづくり」を基本理念とします。

2． めざす姿

基本理念を具現化するため、次の3つをめざす姿とします。

●一人ひとりが食を正しく理解し、健康な生活を送る

生きるうえでの基本である食を一人ひとりが正しく理解し、健全な食生活を実践すること

をめざします。

●食をとおしてつながり、豊かな環境づくりに参加する

食をとおして、個人やグループ、事業者や行政機関も一つの輪をつくり、つながって、豊

かな環境づくりをめざします。

●地域の食を大事にし、伝えていく地域の輪をつくる

地域の食をとりまく諸事情を学びあい、食に関わる体験から一人ひとりが、他人を思いや

り、自然、命とのつながりを感じることを伝えていく地域の輪を育ていくことをめざします。

3つの“めざす姿”のタイトルを「はじめよう清須のおいしい物語」とします。
「おいしい物語」とは、この計画を進めていく中でうまれた“地域づくり”“食を学びあう

場づくり”“食に対する考え方”“食への意識”など全てを「おいしい物語」と呼び、この物語

を新しい清須市から発信していくことで、さらに質の高い物語を受信し清須の食を育てていき

ます。

Ⅲ　基本理念と計画のめざす姿

8
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1．取り組みの柱

現状や課題をふまえ、めざす姿を達成するため、4つの取り組みの柱を定めます。

☆食をとおして心身の健康づくりをすすめる

日々の食事が心と身体を育むことから、市民一人ひとりが食と健康、心の関係について理

解を深め、健康的な食習慣、栄養バランスのよい食生活を実践するよう取り組みを進めます。

☆食をとおして感謝の心を育む

食卓を囲むことの意義を見直し、家庭や学校、地域で食をとおして人と育みあう場づくり、

食をとりまく自然環境、地球環境にも目をむけていきます。

食にかかわるさまざまな体験をとおして感性を育み、家族や友人、地域の人とのつながり、

自然のつながり、命のつながりを感じることから食への関心を高め、食への感謝の気持ちを

育みます。

☆食をとおして地域づくりをすすめる

生産者や事業者との交流をとおして、地産地消を学び、地域づくりをすすめます。

☆食をとおして適切な情報の活用の輪を広げる

食にかかわる全ての市民が連携・協力する体制や人材育成、情報提供、活用等の環境整備

をすすめます。

Ⅳ　取り組みの柱と基本施策
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3．基本施策

この計画の目標の達成に向けて地域、家庭、保育園・幼稚園、学校さらに生産者・事業者等食にかか

わる関係団体それぞれが連携し、食育活動に取り組むため、次の事項を基本として展開していきます。

（1）食をとおして心身の健康づくりをすすめる
◎生まれる前からの食、成長期の食や健康を大切にする。

◎若年層からの生活習慣病予防に取り組む。

◎主要栄養素の著しい不足や過剰摂取の予防に取り組む。

◎成長期の成長や健康のため望ましい生活リズムを身につける。

◎食と健康の関係を正しく理解する。

（2）食をとおして感謝の心を育む
◎「いただきます、ごちそうさま」の習慣を身につけ、感謝の心を育む。

◎子どものころから家族で食のマナー、日本の食の伝統・文化等について学べるようにする。

◎子どもたちが農業体験等をとおして、自然の恵みに感謝する心を育むようにする。

◎生産から食卓までの食育を啓発する交流の場をつくる。

10

取り組み
の柱

行動目標
健康・生活 生産・流通 教育・行政

食
を
と
お
し
て
心

身
の
健
康
づ
く
り

を
す
す
め
る

食
を
と
お
し
て
感

謝
の
心
を
育
む

食
を
と
お
し
て
地

域
づ
く
り
を
す
す

め
る

食
を
と
お
し
て
適

切
な
情
報
の
活
用

の
輪
を
広
げ
る

低栄養や過剰摂取の予防
に取り組む 

成長期の成長や健康のた
め望ましい生活リズムを
身につける 

「いただきます、ごちそう
さま」の習慣を身につけ、
感謝の心を育む 

子どもたちが農業体験を
とおして、自然の恵みに感
謝する心を育むようにする 

地元でとれた野菜を理解
し積極的に利用する 

共食することができる場
づくりをする 

食品成分表示、食品衛生
について正しい情報を提
供する 

地元野菜や郷土料理など
の情報を受発信する 

1日1食以上、主食・主菜・
副菜のそろった食事を選
ぶ 

子どもの頃から早寝早起
き、朝食を食べることを
習慣づけする 

「いただきます」「ごちそ
うさまの」あいさつを行う 

子どもたちに、農作物の
できる様子を見せたり、体
験させる 

清須産、愛知県産の野菜
を積極的に利用する 

毎月19日は、おうちでご飯の
日の運動に積極的に参加し、家
族でご飯を食べるようにする 

 
食品表示を確認する 

地域で行われる朝市や食
に関する行事に積極的に
参加する 

一人でちょうどよいサイズ
の弁当や惣菜を提供する 

バランスのよい朝ごはん
の場を提供する 

生産、流通の過程を知る機会をつく
り、多くの人が、生産から食卓に届く
まで関わっていることを知らせる 

生産者との交流を図り、生
産から収穫までの過程を
知る機会を作る 

清須産の野菜を積極的に
販売する 

家族、友人と楽しく食事が
できる場を提供する 

安心で安全な野菜を積極
的に生産する、安心で安
全な食品を販売する 

地域の人との交流の場を
つくる 

バランスのとれた食事に
ついて学ぶ場をつくる 

学校・保育園等で「早寝、早
起き、朝ごはん」を楽しんで
実践できる取り組みをする 

食材の生産、流通の過程を知
る学習を行い、生産者、流通業
者に感謝の気持ちを伝える 

学校などで農業体験を行う 
遊休農地を活用し、農業塾
を行う 

清須の野菜の特徴を科学
的に調査・研究する 

学校で、みんなで楽しく給食が食
べられるよう工夫する 
ひとり暮らしのお年寄りが、仲間と
楽しく食事ができる場を提供する 

食品の安全に関する情報、
食品衛生に関する情報を
提供する 

地元野菜や郷土料理の情
報を積極的に発信する 

2.行動目標と指標・目標値の設定
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（3）食をとおして地域づくりをすすめる
◎地元でとれた野菜の良さを理解して積極的に利用する。

◎子どもたちが、生産から食卓までの過程を正しく知ることができる場をつくる。

◎共食をすることができる場づくりをする。

◎地域で食育を推進するサポーターを養成する。

◎生産者との交流による地域づくりを推進する。

（4）食をとおして適切な情報の活用の輪を広げる
◎食品成分表示、食品衛生について正しい情報を提供する。

◎地元野菜や郷土料理などの情報を発信する。

◎市の広報誌とホームページに「食育」のページをつくり、情報を発信する。

Ⅳ　取り組みの柱と基本施策

市の目標

指　標 現状値 目標値
私たちグループの目標

稲刈りやいも掘りなどの
農作業を経験したことが
ある割合 

家族の人といつもいっし
ょに食事をしている割合 

地産地消ということばを
聞いたことがある割合 

愛知県産の農産物を購入
する割合 

食の循環を知り、感謝の
心を育てる 

給食のとき、「いただきます、ごちそうさ
ま」のあいさつをしている学校の割合 

定期的な運動をしている割合 

毎日朝食を食べる割合 

80％以上 適正な体格を心がけてい
る人の割合 

太らないように気をつけて
いる高齢者の割合　74％ 

食事バランスガイドを知っ
ている割合 

食料品の原産地、添加物、
品質表示を確認して購入
する割合 

「清須のおいしい物語」を
実践していく市民の育成
と交流の場をつくる 

小学校5年生　87.3％ 
中学校2年生　79.1％ 

小学校5年生　62.8％ 
中学校2年生　45.9％ 

44.1％ 

19.8％ 

☆ 

100％ 

幼保育園、小中学校保護者　33.3％ 
高齢者　70.0％ 

小学校5年生　92.6％ 
中学校2年生　88.5％ 

47.1％ 

 
84.2％ 

 
☆ 

 
90％以上 

 
80％以上 

70％以上 

50％以上 

 

家庭においても必ずあい
さつするようにする 

幼保育園、小中学校保護者　50％以上 
高齢者　80.0％以上 

95％以上 

 

70％以上 

 
95％以上 

 
 

(                                  )
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1．清須市食育推進会議

この計画を着実に推進するため、市民、保育園・幼稚園、学校、生産者、事業者等食にかかわる関

係団体からなる「清須市食育推進会議」が、計画の進捗状況を把握・点検し、進捗状況に応じた計画

の見直し、次期計画目標値の設定について審議していきます。

2．食育推進の体制（イメージ図）

12

Ⅴ　食育推進体制

食育推進会議食育推進会議

市民市民

家庭家庭

ＰＴＡ

ボランティア団体

小中高学校

保育園・幼稚園

児童館・子育て
支援センター

健康推進課

教育委員会

農業委員会

生活環境課

産業課

農業者

小売業者

農業協同組合

国

県

商工会

女性の会
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資　料
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（1）食育に関するアンケート調査

計画を策定するにあたって、平成19年度に「食育に関するアンケート」を小学校5年生の児童・中

学校2年生の生徒とその保護者、幼稚園、保育園の園児の保護者を対象に行い、現状を把握しました。

なお、無回答、複数回答がありましたがそのまま集計していますので、合計が100％にならない

図があります。

食育について知っている保護者の割合

食育ということばを「知っている」と答えた保護者は、全体で93.6％と高くなっています。

また、食事バランスガイドを「知っている」と答えた保護者は、47.4％で半分位の保護者が

知っていますが、「食事バランスガイド」を参考にして食事をしたことがある保護者は、

15.4％でした。

「内臓脂肪症候群(メタボリックシンドローム)」を認知している保護者の割合

「内臓脂肪症候群(メタボリックシンドローム)」ということばを知っている保護者は、

98.7％で認知度は、高くなっています。体のことを考えて食事を作っている保護者は、

85.4％と高くなっています。しかし、ほとんど運動していない保護者が68.5％あります。

1．「食」をとりまく状況

食育ということばを知っていますか

93.6%

6.3%

はい いいえ 

食事バランスガイドを知っていますか

47.4% 52.8%

はい いいえ 

食事バランスガイドを参考に食事したことがありますか

15.4% 84.3%

はい いいえ 
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家族の中で朝食を食べない人がいる割合

家族の中で、朝食を食べない人がいる割合は、28.4％でした。朝食を毎日食べる子どもの

割合は、95.1％と高い割合でした。

家族の中で朝食を食べない人がいますか

28.4% 71.8%

はい いいえ 

「内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）」ということばを知っていますか

98.7%

1.5%

はい いいえ 

体のことを考えて食事を作っていますか

85.4% 14.4%

はい いいえ 

定期的な運動をしていますか

8.5% 5.4%

17.6% 68.5%

毎日している 

一週間に1～2回 

一週間に3～4回 

ほとんどしない 

お子さんは、朝食を食べますか

95.1%

3.5% 0.4% 1.3%

毎日食べている 

一週間に1･2回食べている 

一週間に半分くらい食べている 

食べていない 
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食料品の原産地、添加物、品質表示を確認して購入する保護者の割合

食料品の品質表示等を必ず確認する保護者の割合は、36.3％で、まったく確認しない保護

者の割合は、3.6％でした。

「地産地消」ということばを聞いたことがある保護者の割合

「地産地消」ということばを聞いたことがある保護者は、43.5％です。愛知県産の農産物

を選んで購入する保護者は、19.6％あります。

小学校5年生の児童の朝食を食べる割合

朝食を毎日食べる割合は、92.6％あります。一週間で半分くらい食べる割合は、3.6％、

一週間に1･2回食べる割合は、2.5％、食べない者の割合は、1.3％でした。朝食を食べるこ

とができない理由は、食べたくないが、34.3％、時間がないが、51.4％、食べたいものがな

い、5.7％、食べるものがないが、11.4％でありました。

また、1日のうち1回は、家族の人といっしょに食事をしているかには、いつもいっしょが、

62.8％、いっしょに食べることが多いが、32.6％、ひとり食べることが多いが、4.4％、いつ

も一人で食べるが、0.2％でした。

食料品の原産地、添加物、品質表示を確認して購入しますか

3.6%

36.3% 51.9%

必ず確認する 

ほとんど確認しない 

時々確認する 

確認しない 

8.4%

「地産地消」ということばを聞いたことがありますか

43.5% 56.5%

はい いいえ 

愛知県産の農産物を選んで購入しますか

19.6% 80.6%

はい いいえ 
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1．「食」をとりまく状況

食べ物の好ききらいについての割合

きらいな食べ物がありますかについては、たくさんあるが19.9％、少しあるが、66.0％、

ないが14.2％でした。

給食を全部たべますかには、全部食べるが、47.4％、ときどき残すが、44.2％、いつも残

すが、8.5％ありました。

お菓子を食べ過ぎて夕食が食べられなくなったことには、よくあるが、2.7％、たまにある

が、39.5％、ないが、57.7％ありました。

朝食を食べますか

1.3%

92.6%

3.6%

毎日食べている 

一週間に1･2回食べている 

一週間に半分くらいは食べている 

食べていない 

2.5%

なぜ朝食を食べることができませんか

11.4%

51.4%34.3%

食べたくない 

食べたいものがない 

時間がない 

食べるものがない 

5.7%

家族の人といっしょに食事をしていますか

0.2%

32.6%62.8%

いつもいっしょに食べている 

ひとりで食べることが多い 

いっしょに食べることが多い 

いつもひとりで食べる 

4.4%

きらいな食べ物は、ありますか

66.0%19.9%

たくさんある ない 少しある 

14.2%
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農業に関する体験についての割合

畑や田んぼで野菜や稲が育っているのを見たことがある児童の割合は、94.3％です。田植

えや稲刈り、いも堀などの農作業経験がある児童は、87.3％ありました。

給食を全部食べますか

44.2%47.4%

全部食べる いつも残す ときどき残す 

8.5%

お菓子を食べ過ぎて夕食が食べられなくなったことがありますか

39.5%

2.7%

よくある ない たまにある 

57.7%

野菜や稲が育っているのを見たことがありますか

94.3%

5.7%

はい いいえ 

農作業の体験がありますか

87.3% 12.5%

はい いいえ 
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1．「食」をとりまく状況

中学校の2年生が食育ということばの認知の割合

食育ということばを知っている生徒の割合は、73.6％ありました。食育に関することをテ

レビや新聞で、見たり、聞いたりしたことのある生徒の割合は、53.4％ありました。

朝食を食べる生徒の割合

毎日朝食を食べる生徒の割合は、88.5％ありました。一週間で半分位食べている生徒の割合は、7.1％、

一週間で1・2回食べている生徒の割合は、2.8％、食べていない生徒の割合は、1.6％ありました。

毎日朝食を食べない生徒は、食べたくないが、28.0％、時間がないが、56.0％、食べたいものがないが、

12.0％、食べるものがないが、2％でした。

食育ということばを知っていますか

73.6% 26.4%

はい いいえ 

食育に関することをテレビ、新聞で見たことがありますか

53.4% 46.6%

はい いいえ 

朝食を食べますか

1.6%

88.5%

7.1%

毎日食べている 

一週間に1･2回食べている 

一週間に半分くらいは食べている 

食べていない 

2.8%

なぜ朝食を食べることができませんか

2.0%

56.0%

食べたくない 

食べたいものがない 

時間がない 

食べるものがない 

12.0%

28.0%
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家族の人といっしょに食事をする割合

一日のうち1回は家族といっしょに食事をする割合は、いつもいっしょに食べるが、

45.9％、いっしょに食べることが多いが、43.3％、一人で食べることが多いが、8.5％、い

つも一人で食べるが、2.3％でした。

きらいな食べ物についての生徒の割合

きらいな食べ物が、たくさんあるが、26.1％、少しあるが、57.3％、ないが、16.7％でした。

給食を全部食べるかでは、全部食べるが、40.1％で、ときどき残すが、43.3％、ないが、

16.5％でした。

お菓子を食べ過ぎて、夕食を食べられなくなったことがあるかは、よくあるが、4.1％、たま

にあるが、36.5％、ないが、59.4％でした。

家族の人といっしょに食事をしますか 

2.3%

43.3%

いつもいっしょに食べている 

一人で食べることが多い 

いっしょに食べることが多い 

いつも一人で食べる 

8.5%

45.9%

きらいな食べ物は、ありますか 

57.3%26.1%

たくさんある ない 少しある 

16.7%

給食は全部食べますか 

43.3%40.1%

全部食べる いつも残す ときどき残す 

16.5%

お菓子を食べ過ぎて、夕食を食べられなくなったことがありますか 

36.5%

4.1%

よくある ない たまにある 

59.4%
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1．「食」をとりまく状況

スポーツをしている割合

スポーツを毎日しているは、65.4％、ときどきしているが、17.4％、ほとんどしないが、

13.1％、まったくしないが、4.1％でした。

また、ダイエットを考え、食事を摂らなかったことがあるが、6.0％ありました。

農業経験がある生徒の割合

畑や田んぼで野菜や稲などがそだっているのを見たことがある生徒の割合は、97.2％あり

ました。

田植えや稲刈り、いも堀りなどの農業体験がある生徒の割合は、79.1％ありました。

スポーツをしていますか 

4.1%

65.4% 17.4%

毎日している 

ほとんどしない 

ときどきしている 

まったくしない 

13.1%

ダイエットで食事を摂らないことがありますか 

94.0%

6.0%

ある ない 

野菜や稲が育っているのを見たことがありますか 

97.2%

2.8%

ある ない 

農作業の体験がありますか 

79.1% 20.6%

ある ない 
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（2）給食で使用された清須産野菜の量

平成20年4月から12月までの間、学校、保育園・幼稚園の給食で清須産野菜が利用された量です。

学校、保育園・幼稚園では、毎月19日の「食育の日」を中心に、清須産の野菜を積極的に利用し

ています。

（kg）
平成20年4月～12月

学校、保育園・幼稚園の給食で使用された清須産野菜の量

391

419

70

194

75

368

581

364

141

203

たまねぎ

キャベツ

だいこんキヨス

きゅうり

じゃがいも

さつまいも

とうがん

ごぼう

こまつな

みずな

0 100 200 300 400 500 600 700

※ 

※だいこんキヨスは、清洲地区にあった愛知県農芸試験場で品種改良され昭和42年名称登録されただいこんで、市場流通しなかったもの
を平成20年度清須市特産物委員会が復活して作っただいこんです。 
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1．「食」をとりまく状況

（3）高齢者の健康自立度

高齢者の健康自立度については、ウォーキングや散歩などを健康のためにしている人の割合は、

70％でした。肥満傾向にある人の割合は、36％でした。

ウォーキングや散歩など健康のためにしている人

体格指数（BMI）

やせ（18.5未満） 

標準（18.5以上25未満） 

肥満（25以上） 

無回答 

はい 

いいえ 

無回答 

53%36%

8%
3%

70%

29%

1%
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2．パブリックコメントから

食育推進計画案に関するパブリックコメント実施結果

1． 実施期間：平成21年1月21日から2月9日まで

2． 提出通数：8通

○ 提出方法　郵送7通、窓口受付1通

○ 地区別　　西枇杷島地区2通、清洲地区2通、新川地区4通

3． 意見総数：19件

4． 意見の内訳

(1) 計画案全体について　…… 13件

(2) 健 康 に つ い て　…… 4件

(3) 食の安全について ……　 1件

(4) 食のマナーについて　……　 1件

● 給食で、清須で作られている野菜をたくさん使ってほしい。

食の安全が心配です。作った人の顔が見える野菜を使ってほしい。

● 年をとってから栄養を気にして食べるより、おいしいものを食べたい。

● 孫と食事をするのは、楽しいが、箸の使い方や食べ方などマナーが気になる。

● 若い子は、身体が細い子が多いように思う。栄養が足りているのだろうか。

● メタボは気になるが、仕事が不規則で定期的な運動がむずかしい。

通勤のとき、早足で歩くようにしている。

● 栄養素などについての勉強の場があるといいと思います。

● 計画の進捗状況はどのように把握し点検されますか。
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3．用語の解説

用　語 解　説　内　容

き 共食 家族や仲間等といっしょに食卓を囲むこと、食事行動をすること

です。

け 欠食 食事を抜くことです。（菓子や果物、錠剤のみは食事としません。）

こ 孤食・個食 孤食：一人で食べることです。

個食：食卓を囲みながら自分が好きなものを各々食べることです。

小食：食べる量が少ないことです。

固食：食べるものが固定していることです。

粉食：パンやパスタなど、粉を使った主食を食べることです。

し 食事バランスガイド 食生活指針を具体的な行動に結び付けるものとして、食事の望ま

しい組み合わせやおおよその量をわかりやすくイラストで示した

ものです。

食の外部化 飲食店などで食べる食事のほか、スーパーや弁当屋、コンビニエ

ンスストアで販売される惣菜や弁当を買って帰り、家で食事をす

ることを言います。

せ 生活習慣病 平成8年12月に厚生省が導入した、新しい疾病の概念です。

数年前までは中高年がよくかかる病気として「成人病」と呼ばれ

ていました。

いろんな症状と疾患が含まれていますが、肥満、高脂血症、糖尿病、

高血圧をはじめ、がん、脳卒中、肝臓病、骨粗しょう病なども入り

ます。

た 体格指数（BMI） 身長からみた体重の割合を示す体格指数。BMIが22の場合が標準

体重である。BMIが25以上の場合を肥満、BMIが18.5未満である

場合をやせとされています。

BMI＝体重(kg)÷身長(ｍ)÷身長(ｍ)

だいこんキヨス 清洲地区にあった愛知県農芸試験場で品種改良され昭和42年名称

登録されただいこんで、市場流通しなかったものを平成20年度清

須市特産物委員会が復活して作っただいこんです。

ち 地産地消 地域で生産された農産物や水産物をその地域で消費することです。

な 内臓脂肪症候群 内臓に脂肪がたまりすぎた肥満に、高血糖、高脂質、高血圧のうち

のいくつかが重なった状態のことですが、この状態は生活習慣病を

起こしやすい危険な状態であるということがわかってきました。

名古屋コーチン 愛知県特産である鶏の肉用品種です。後に「名古屋種」と改名さ

れましたが、現在も「名古屋コーチン」のままで流通しています。

（メタボリックシンドローム）
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給食だより

土田かぼちゃ料理コンテスト

だいこんキヨスの無料配布
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清須市では、本市の食育推進計画を策定するにあたり、平成19年度から庁内関係各課の職員で

「清須市職員食育研究会」を組織し、アンケートの調査票の作成、アンケート調査を実施、アンケー

ト結果の分析を行い、食育推進計画の素案を作成しました。

平成20年度は、食育推進会議を設置し、中学生に対する「理想の食」アンケートを行い、食育推

進計画を策定しました。

清須市食育推進会議

食育推進会議委員

27

5．計画策定までの経過

◎足立　己幸 名古屋学芸大学大学院　教授

近藤　　斉 清須市農業委員会　委員

石塚　良史 西枇杷島町商工会商業部　部長

八木　雅弘 ピアゴ清洲店　店長

村瀬　正守 清須市民生児童委員連絡協議会　連絡会長

長濱　玲実 清須市保育園保護者連絡協議会　会長

太田　元恵 新川小学校PTA 副会長

三輪　美鈴 清洲中学校PTA 副会長

山内　文江 清須市女性の会　役員　

紙本　君美 公募委員

○藤沢　修一 清洲中学校　校長

片岡　和恵 清洲東小学校　栄養教諭

森川　治美 清須市健康福祉部健康推進課　副主幹

◎は会長　○は副会長

開催日 議題等

第1回 平成20年7月28日 清須市らしさについて

第2回 平成20年12月1日 清須市食育推進計画の基本施策について

第3回 平成21年2月17日 市民意見の報告

清須市食育推進計画案について

ご　あ　い　さ　つ
私たちの食生活を取り巻く環境が大きく変化し、毎日の食
事はここ50年で大きく変わりました。その食品の多くは、海
外から輸入されたもので、日本の食糧自給率は40％を割る状
況にあります。また、その輸入食品の安全性の問題だけでな
く、食全体の安全を脅かす事件が相次ぎ報道されています。
健康面では、肥満や生活習慣病の増加や家族そろって食事を
する習慣が薄れ一人で食事をとる「孤食」が増えるなど、心と
からだの健康に不安を与える社会環境の変化がみられます。
このような、環境変化のなか、人が生きていく上で欠かせ

ない「食」は、心とからだの両面において人が健やかに暮らすために大切なもので、この
たび、市民一人ひとりが生涯にわたって健康で心豊かな生活を実現することができるよう、
幼い頃から食に関心をもち、食の大切さを学び、食文化の理解を深め、自然の恵みや感謝
の心を育む「食育」を推進していくことを目的に「はじめよう清須のおいしい物語＝清須
市食育推進計画＝」を策定しました。
「食育」の推進にあたっては、家庭生活を基本としながら、保育園・幼稚園・小中学校
など子どもたちの食に関わる機関や生産者･消費者･行政等の関係機関が連携しながら、地
域の特性を活かした事業を展開していくことが、重要です。市民の皆様にも本計画の趣旨
をご理解いただくとともに、いろいろな立場で積極的に取り組んでいただきますようお願
いいたします。
おわりに、本計画の策定にあたり、ご尽力いただきました「清須市食育推進会議」委員
の皆さんはじめ、貴重なご意見をいただきました関係機関・団体並びに市民の皆様に心か
ら感謝申しあげます。

平成21年3月

清須市長　加　藤　静　治
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清須市 市民環境部 産業課
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